
総合計画策定にあたって

計画策定の趣旨1

　本市は、平成 28 年度を初年度とし、令和７年度を目標年度とする第２次諫早市総合計画を
策定し、将来に向けたまちづくりを進めてきました。
　近年、少子高齢化や人口減少、経済・社会環境の変化、災害や気候変動への対応など、本市
を取り巻く状況は大きく変化しています。その一方で、本市においては、西九州新幹線の開業
をはじめ、大手企業の進出や事業拡張、大規模商業施設の開業計画など市全体の発展や魅力
向上につながる新たな動きも生まれています。
　こうした変化や新たな機会を踏まえつつ、将来にわたり持続可能で活力あるまちを実現する
ため、第３次諫早市総合計画を策定することとしました。

計画の概要

（1）第3次総合計画の構成と期間

（1）諫早市の概要
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　総合計画は、市の最上位計画として、市の
将来像を描き、その実現に向けた基本的な方
針や取組の方向性を示すものです。
　本計画は、まちづくりの基本的な方向性を
示す「将来都市像・基本目標」と具体的な施
策からなる「分野別まちづくり計画」で構成し
ます。
　計画期間は、令和８年度を初年度とし、令
和 17 年度までの 10 年間とします。
　なお、期間中に重大な社会情勢の変化など
が生じた場合は適宜見直しを行います。

（2）総合計画と総合戦略の関連性
　諫早市まち・ひと・しごと創生総合戦略は、総合計画と「将来都市像・基本目標・施策体系」
を共通としながら、少子高齢化や人口減少対策を戦略的に推進していくための具体的な施策
と達成目標（KPI）をまとめたものです。計画期間を５年間として、毎年度、評価・見直しを行う
ものとします。

第２章 諫早市の課題と未来への展望

諫早市の現状1

　本市は長崎県の南部中央に位置し、長崎半島・島原半島・西彼杵半島の接点にあたる交
通の要衝として、古くから重要な役割を果たしてきました。東は有明海、西は大村湾、南は橘湾
に囲まれ、北には多良山系が広がる豊かな自然環境に恵まれています。市の中心部を流れる本
明川は市街地を貫き、有明海へと注ぎ、下流に広がる諫早平野は、県内最大の穀倉地帯として
知られています。
　気候は年間を通して温暖であり、豊かな自然環境と優れた交通アクセスが調和した、暮らし
やすい都市環境を形成しています。また、産業用地や住宅地としての魅力も高く、多様な都市
機能の発展が期待されています。

第１章

市の面積
● 総人口　　１３０，１５２人

● 人口（男）　   ６２，４３５人

● 人口（女）　   ６７，７１７人

● 世帯数　　   ５５，６９１世帯

● ３４１．７９ｋ㎡

人口と世帯数

※総務省が公表する人口速報集計結果と異なる場合があります。
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